
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  QRコード▶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【表紙】 
 

＊「手話講習会」 

受講者募集 

 

【中面】 

＊各種登録申込・更新の

お知らせ 

・ボランティア活動保険 

・車いす移送車 

 

＊ボランティア団体 

個人紹介 

・上演ボランティア 

「わたあめ」 

・個人ボランティア 

植木 亮介さん 
     

【裏表紙】 
 

＊活躍中のボランティア 

団体紹介 

・高齢者福祉ボランティア

「ねこのて」 
 

＊ボランティアセンター

からのお知らせ 

・ホームページが新しく

なります 

・V-net 登録済みの 

みなさんへ 

 

＊発行者・メイトム地図 

も く じ 

【ボラセンだより 平成３０年度 Ｖｏｌ.２ ２０１９年３月１５日発行】  
 

宗像市社会福祉協議会 宗像市ボランティアセンター 

宗像市久原１８０メイトム１階  

Ｔｅｌ  ０９４０（３７）４１００ 

Ｆａｘ ０９４０（３７）４１０１ 

E-mail v-net@syakyo.munakata.com 

ホームページ 

http://kouryuukan.com/v-net/  (3 月末日まで) 

 

ボランティアセンター登録の内容に変更は 

ありませんか？変更があった場合は、速や

かに当センターまで知らせてください。 

活動紹介や活動報告、写真などホームペー

ジ、掲示板に掲載することもできますので、 

こちらもぜひ活用してください。 

V-net登録済みの みなさんへ 

平成 30年度 Vol.2 

ボラセンだより 

ボランティアセンターからのお知らせ  

ホームページが４月より 

新しくなります♪ 

私たち「ねこのて」は、今はなき「ゆうゆうぷらざ」の中にあった宗像市社会福祉協議会玄海

支所で活動していた個人のボランティアが集まって平成７年に発足したグループです。 

高齢者のための情報提供として「Mini･ミニ新聞 ねこのて」を毎月発行しています。高齢者の

生きがい作りのための活動として玄海コミセンで毎月第一土曜日に「クラフトテープを使ったカ

ゴ作り教室」もしています。 

ご依頼があれば内容に合わせてカゴ作りの指導をします。カゴ作りは、基本のカゴを１個作れ

ば後は自分のやり方で作れるので、趣味としても取り組めますよ。  

（ねこのて 代表： 八尋 厚江さん） 

 

 

活躍中のボランティアグループ紹介 
～ボランティアセンターに登録し、活躍中のボランティアさんにインタビューしました～ 

 

宗像市ボランティアセンターのホームページが

４月より、リニューアルします！ 

今まで以上に、ボランティアに関する情報を幅

広く皆さんに届けます。ぜひご覧ください。 

新ホームページアドレス 

http://syakyo.munakata.com/volunteer/ 

『ねこのて』（高齢者福祉ボランティア） 

毎
月
発
行
の
新
聞
は 

役
立
つ
情
報
が
沢
山
♪ 

２０１９年度  

手話講習会 受講者募集 
  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

手話講習会の新規受講者を３月より随時募集しています。基礎か

ら学べる講座なので初心者でも大丈夫です。まずは見学も大歓迎

ですのでお気軽に当センターまで問い合わせ・申し込みください。 
 

 

 

 

 

 
 

火曜コース 

４月１６日 開講 

時間：１９：００～２１：００ 
会場:メイトム宗像 

金曜コース  

４月１２日 開講 

時間：１３：３０～１５：３０ 
会場：玄海地区コミセン 

土曜コース 

４月１３日 開講 
時間：１３：００～１５：００ 

会場：メイトム宗像 

受講料：全コース年間５００円 

（別途テキスト代２００円程度） 

申し込み･問い合わせ 

宗像市ボランティアセンター 

Tel ０９４０（３７）４１００ 

Fax ０９４０（３７）４１０１ 

E-mail  v-net@syakyo.munakata.com 

（2019年 4月～2020年 3月開催） 

  
 

 

 

 

 

 

 
 

火曜・土曜コースは「手話サークル シュワッチ」 
金曜コースは「玄海手話サークルゆび」が指導担当します。 
 

初心者も大丈夫 
まずは見学が 
おすすめです♪ 

http://kouryuukan.com/v-net/%20%20(3
http://syakyo.munakata.com/volunteer/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３１年度 

    「ボランティア活動保険」 加入手続き 随時受付中  
日本国内でのボランティア活動中におこりうる様々な事故やケガに対する備えとして、

無償で活動する「ボランティア活動者」を補償する保険です。損害賠償責任も補償し、後

遺症障害もフルカバーで安心です。当センターのボランティアネットワーク（通称 V-net）

に提供者登録をしている人や団体は、保険料を一部助成します。 

【保険料（１人あたり）】 

 Aプラン Bプラン 

基本タイプ ３５０円 ５１０円 

天災タイプ 
（基本タイプ＋地震・噴火・津波） ５００円 ７１０円 

【手続きに必要なもの】 

①印鑑（認印可・法人の場合は必ず法人印） ②保険料  ③加入者名簿 

【補償期間】平成３１年４月１日午前０時～平成３２年３月３１日午後１２時まで 

      ＊途中加入の場合は、加入手続き完了日の翌日午前０時から補償開始 

 
 

植木
う え き

  亮
りょう

介
す け

さん（児童福祉ボランティア） 

児童福祉の現場を実際に体験し、自身の成長と経験につながればと思い、ボランティアをはじめました。ボランティア活動中は体験することでの「気づき」を大切にして

います。その気づきから、学べる事もあると思っています。あと、平日は仕事があるので無理をせず、体調面を考慮して参加する事にも気をつけています。現在、宗像おも

ちゃライブラリーに登録させていただき、時間があればできる限りおもちゃ図書館ボランティアに参加したいと思っています。また、私の子どもたちに様々な経験をさせた

いと考えているので、私だけではなく、子どもたちも一緒に成長出来れば良いなと思っています。 
 

『わたあめ』（上演ボランティア） 
 

ボランティアセンターに新たに登録のボランティアさんに活動をはじめたきっかけなどをインタビュー！ 

 

ボランティア団体・個人紹介！ 
 ボランティアセンターに登録のボランティアグループ・個人の方をご紹介！ 

 

グループ・個人へのボランティアに関する問い合わせは 宗像市ボランティアセンターへ ☏３７－４１００ 

期待の NEW FACE！ 

日常生活で車いすを利用している人向けに、車いすのまま乗り込める福祉車輌 

「車いす移送車」を貸し出しています。買物･旅行･通院など様々な目的で利用できます。 

【対象者】 公共交通機関の利用が困難な車いす利用者で、以下の条件にあてはまる人 

①運転者の確保ができる人  ②（個人）宗像市に住んでいる人 

（団体）宗像市に拠点がある福祉関係団体などの活動に参加する市内外在住の人 

【利用日時】９：００～１７：００まで（宿泊を伴う場合は、１泊２日まで） 

【運休日】    第 1土曜日・日曜日・祝日・年末年始・法定車検期間 

【利用について】 利用料は無料（燃料を満タンにして返却・１週間に２回まで利用可能） 

【申し込み方法】 事前に利用登録が必要です。（年度ごとに登録の申請が必要） 

         詳しくは当センターまで問い合わせください 
 

各種登録申込・更新のお知らせ 
 

更新の手続きはお早めに 

お願いします♪ 

平成３１年度  「車いす移送車」 
利用登録・更新手続き 随時受付中 

 

【貸出車両】 

トヨタ ノア 

（スロープ式） 

車いす２台＋定員３人 

（AT車） 

２０１６年冬に「わたあめ」を結成し、ドラム、ベースギター兼ギター、キーボード２台、

そして全員がボーカルという５人編成のバンドです。「わたあめ」というバンド名は私たちの

演奏や歌を聴いていただき、そして私たちメンバーのほんわかとした雰囲気を感じていただ

きたくて命名しました。 

結成以前はメンバーそれぞれが他のグループで活動したり、ミュージックセラピーなどの

講師をしたりなど、別々の世界で活動をしていました。私たち田中夫婦も他のバンドに参加

したり、「M BOX」（自宅での文化芸術の活動拠点）でも音楽活動を続けたりしていました。 

ボーカルの太田さんは、とある喫茶店のライブ会場で知り合い、ベーシストの塩川さんは

ギターサークル「やまびこ」の発表会で知り合いになり、キーボードの松本さんとは「宗像

ミアーレ音楽祭」の実行委員として一緒に活動していて運命の出会いとなりました。 

翌年の１月には「M BOX」で第１回目のライブを開催し、現在に至っています。 

初めは「M BOX」でのライブがほとんどでしたが、地域のコミセンからの出演依頼をいただ

くようになりました。また「市民活動交流まつり」や「デイサービス」からの依頼もいただ

くようになりました。大きな行事としては、毎年秋に開催されている「宗像ミアーレ音楽祭」 

にも出演するようになりました。 

演奏曲を決める際は、依頼先からの要望を尋ねたり、参加者の年齢層などを考慮したり 

して、メンバー全員で決めています。昭和初期の懐メロから平成のヒット曲まで、邦楽・洋

楽を問わずに自分たち自身も楽しめる選曲をするように心がけています。 

楽器だけでなく、音響機器や照明機器など全て持参して伺います。よろしくお願いします。

（わたあめ 代表:田中 満さん） 
 

                       


